20世紀における和装本装訂名称研究の展開 : 和本の装訂呼称に関する一考察 by 山中, 康行
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3 ．和本の制作工程（装訂方法）の概略















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 5 　表 1 の装訂 1 から装訂 3 の装訂名称とその表記について各説（装訂名称のばらつき状況）
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8 ）同上 p. 422.






15）同上 p. 5 「第一図に蝴蝶装（粘葉）の構造」として装訂1が示されている。　
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「昭和七年新刊書誌學関係書籍批判座談會速記録（昭和 8年 1月28日）」書誌学　 1巻 2号　1933， 3 ，
p. 27－58『書誌学』第壱巻第弐号1934，p. 58『書誌学』三巻五号1934　p. 54－56，p. 55「本会（日本書

















































































































































































































































232）藤森馨「古典籍装訂用語の整理に関する試論」『図書館雑誌』Vol. 98，No. 2 ，p. 107.
233）山岸徳平『書誌学序説』p. 91.








































































284）藤本孝一『日本の美術 9』No. 436，p. 59.
285）装訂名称は「名詞」として、送り仮名をつけない表記にした。
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（おりがみれっちょう）：料紙を先ず二つに折り、其の折り目を下端にした列帖装の解説が加わってい
る。1995.
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